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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第28期

第１四半期連結
累計期間

第29期
第１四半期連結
累計期間

第28期

会計期間
自　平成25年１月１日
至　平成25年３月31日

自　平成26年１月１日
至　平成26年３月31日

自　平成25年１月１日
至　平成25年12月31日

売上高 （千円） 997,911 1,345,232 6,056,050

経常利益又は経常損失（△） （千円） △515,513 △458,067 434,314

当期純利益又は四半期純損失

（△）
（千円） △324,970 △305,439 236,149

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △327,075 △314,721 234,729

純資産額 （千円） 2,325,147 2,458,772 2,840,541

総資産額 （千円） 5,272,630 7,468,169 8,166,214

１株当たり当期純利益金額又は四

半期純損失金額（△）
（円） △36.10 △33.93 26.23

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 44.0 32.60 34.40

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第28期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

するものの、１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

４．第28期連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在

株式が存在していないため記載しておりません。

５．第29期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

６．平成25年７月１日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行っております。そのため、第28期連結会計

年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益金額又は、１株当たり四半期純損

失金額を算定しております。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、当該事業に携わっている主要な関係会社に異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。
 

(1）業績の状況

「きもの着付け教室」の卒業生（会員様）に対する施策について

当社グループは、中長期的な成長戦略として「顧客参加型企業」を基本方針に定めており、お客様が参加し、楽

しんでいただける企画を次々と提案することで、お客様からの信頼度・愛着度の向上を図っております。

当第1四半期におきましても、新しいテーマの販売機会イベント「きものだよ！全員集合」の開催が好評を博

し、売上高の向上に寄与しました。

「きもの着付け教室」の卒業生（会員様）向けイベントの開催は、販売費及び一般管理費の増加にも繋がります

が、当第1四半期においては、購入率や購入単価の向上が見られるなど、効率の良い営業成績を上げています。

 

「きもの着付け教室」の受講生に対する施策について

将来的に当社グループの会員様となる「きもの着付け教室」の新規受講生の募集については、当第１四半期が春

の教室の募集時期にあたります。１月から３月にかけての募集活動の結果、例年通りの受講生数となる応募をいた

だきました。この受講生を対象に４月から６月に開催する販売機会での売上高は、順調に推移するものと見込んで

おります。

また、第１四半期における「きもの着付け教室」の売上高は、前年秋に開講した教室終盤の販売機会によるもの

が中心です。当第１四半期においては、前年秋の受講生数が計画通りであったことから、前年同四半期と比較し売

上高が増加しました。

 

これらのことから、売上高については1,345百万円（前年同四半期比34.8％増）となりました。

利益面については、売上高の増加に伴い、売上原価（着物や帯の縫製に係る費用）が増加しました。販売費及び

一般管理費については、「きもの着付け教室」の新規受講生募集に係る広告宣伝費を計上したことに加え、会員様

向けのイベント開催に係る経費や、給与手当や着付け講師の報酬等、人件費が増加したことにより、営業損失は

433百万円（前年同四半期は営業損失503百万円）となりました。

営業外損益では、日本和装クレジット株式会社の運転資金の借入金利息を12百万円計上、資金調達手数料として

支払手数料12百万円計上したこと等により、経常損失は458百万円（前年同四半期は経常損失515百万円）となりま

した。

法人税等は、法人税、住民税及び事業税を計上するとともに、法人税等調整額を計上した結果、マイナス146百

万円（前年同四半期はマイナス190百万円）を計上いたしました。

　これらの結果、四半期純損失は305百万円（前年同四半期は四半期純損失324百万円）となりました。

 

　なお、当社グループは、和服及び和装品の販売仲介を中心としたきもの関連事業の単一セグメントのため、セグ

メント情報に関連付けた記載を省略しております。
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（季節的変動について）

当社グループの主な収益源は、「きもの着付け教室」の受講生及び卒業生を対象とした販売機会において、各契

約企業が商品を販売することに対しての仲介手数料です。

　「きもの着付け教室」は年２回（春期・秋期）開講しており、春期は第１四半期中に受講生を募集して開講し、

受講中となる第２四半期を中心に販売機会を開催して終結します。同じく秋期では、第３四半期中に受講生を募

集・開講し、第４四半期を中心に販売機会を開催して終結します。そのため、広告宣伝費を主とする受講生募集に

係る経費が第１四半期及び第３四半期に集中して発生し、販売機会による仲介手数料の計上が第２四半期と第４四

半期に集中します。

　その他、教室の卒業生である会員様を対象とした販売機会を不定期に開催しておりますが、「きもの着付け教

室」に係る経費及び売上高の計上時期の偏重が大きいことから、各四半期業績に季節的変動があります。

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はありません。また、新

たに生じた事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

(3）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,000,000

計 33,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年５月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,002,000 9,002,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 9,002,000 9,002,000 － －

（注）普通株式は完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成26年１月１日～

平成26年３月31日
－ 9,002,000 － 459,634 － 336,409

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成25年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成25年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 9,001,700 90,017 －

単元未満株式 普通株式　　　 300 － －

発行済株式総数 9,002,000 － －

総株主の議決権 － 90,017 －

 

②【自己株式等】

平成25年12月31日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

専務取締役
営業企画及び

加盟店担当
常務取締役 営業企画担当 藤永　新一 平成26年３月28日

常務取締役
営業企画及び

PR担当
取締役

PR及び

営業企画担当
佐藤　正樹 平成26年３月28日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年１月１日から平

成26年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年１月１日から平成26年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成25年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,910,147 1,215,166

営業未収入金 574,671 727,800

割賦売掛金 3,770,809 3,630,448

たな卸資産 140,386 120,035

その他 652,280 628,903

貸倒引当金 △36,950 △39,836

流動資産合計 7,011,345 6,282,518

固定資産   

有形固定資産 673,912 694,373

無形固定資産 23,964 25,749

投資その他の資産 456,992 465,528

固定資産合計 1,154,869 1,185,651

資産合計 8,166,214 7,468,169

負債の部   

流動負債   

営業未払金 35,682 32,122

短期借入金 3,180,876 1,818,149

1年内償還予定の社債 100,000 100,000

未払法人税等 89,721 2,626

前受金 424,530 343,556

営業預り金 10,949 114,411

その他 487,321 445,689

流動負債合計 4,329,081 2,856,555

固定負債   

社債 250,000 200,000

長期借入金 735,388 1,942,189

その他 11,202 10,651

固定負債合計 996,590 2,152,841

負債合計 5,325,672 5,009,397

純資産の部   

株主資本   

資本金 459,634 459,634

資本剰余金 336,409 336,409

利益剰余金 2,020,827 1,649,419

株主資本合計 2,816,871 2,445,463

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 △6,072 △11,904

その他の包括利益累計額合計 △6,072 △11,904

新株予約権 3,556 1,538

少数株主持分 26,187 23,675

純資産合計 2,840,541 2,458,772

負債純資産合計 8,166,214 7,468,169
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年３月31日)

売上高 997,911 1,345,232

売上原価 188,043 235,254

売上総利益 809,867 1,109,978

販売費及び一般管理費 1,313,433 1,543,493

営業損失（△） △503,565 △433,514

営業外収益   

受取利息 343 191

その他 1,900 2,595

営業外収益合計 2,244 2,787

営業外費用   

支払利息 7,463 12,036

支払手数料 6,728 12,586

その他 － 2,716

営業外費用合計 14,192 27,340

経常損失（△） △515,513 △458,067

特別利益   

新株予約権戻入益 － 3,171

特別利益合計 － 3,171

税金等調整前四半期純損失（△） △515,513 △454,895

法人税、住民税及び事業税 2,231 4,247

法人税等調整額 △192,774 △150,253

法人税等合計 △190,542 △146,006

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △324,970 △308,889

少数株主損失（△） － △3,449

四半期純損失（△） △324,970 △305,439
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △324,970 △308,889

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 △2,104 △5,831

その他の包括利益合計 △2,104 △5,831

四半期包括利益 △327,075 △314,721

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △327,075 △311,271

少数株主に係る四半期包括利益 － △3,449
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

　　　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年３月31日）及び当第１四半期連結累計期間

（自　平成26年１月１日　至　平成26年３月31日）

　当社グループの主な収益源は、「きもの着付け教室」の受講生及び卒業生を対象とした販売機会において、各

契約企業が商品を販売することに対しての仲介手数料です。

　「きもの着付け教室」は年２回（春期・秋期）開講しており、春期は第１四半期連結会計期間中に受講生を募

集して開講し、受講中となる第２四半期連結会計期間を中心に販売機会を開催して終結します。同じく秋期で

は、第３四半期連結会計期間中に受講生を募集・開講し、第４四半期連結会計期間を中心に販売機会を開催して

終結します。そのため、広告宣伝費を主とする受講生募集に係る経費が第１四半期連結会計期間及び第３四半期

連結会計期間に集中して発生し、販売機会による仲介手数料の計上が第２四半期連結会計期間と第４四半期連結

会計期間に集中します。この結果、通常、第１四半期連結累計期間は営業損失となる傾向にあります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成25年１月１日
至 平成25年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成26年１月１日
至 平成26年３月31日）

減価償却費 20,661千円 19,655千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年３月31日）

　配当金支払額

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年１月１日　至　平成26年３月31日）

　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年３月28日

定時株主総会
普通株式 72,016 8円  平成25年12月31日  平成26年３月31日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年３月31日）及び当第１四半期連結累計

期間（自　平成26年１月１日　至　平成26年３月31日）

　当社グループは、和服及び和装品の販売仲介を中心としたきもの関連事業の単一セグメントであるため

記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

 　　　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
至 平成25年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年３月31日)

１株当たり四半期純損失金額（△） △36.10円 △33.93円

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（千円） △324,970 △305,439

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）

（千円）
△324,970 △305,439

普通株式の期中平均株式数（株） 9,002,000 9,002,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益金額の算定に含めな

かった潜在株式で、前連結会計年度末から重

要な変動があったものの概要

－ －

（注）前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在するもの

の、１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。また、当第１四半期連結累計期間の潜在株式

調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年５月９日

日本和装ホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 磯俣　克平　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　次男　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本和装ホー

ルディングス株式会社の平成２６年１月１日から平成２６年１２月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

（平成２６年１月１日から平成２６年３月３１日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２６年１月１日から平成２６

年３月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結

包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本和装ホールディングス株式会社及び連結子会社の平成２６年３月

３１日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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